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研究成果の概要 (和文):本研究では、社会的公正に関する理論研究を深め、学際的なアプ
ローチから北東アジア (日 本、韓国、北朝鮮、中国、モンゴルおよび極東アジア)の平和
的・持続的発展に影響する社会リスクについて多角的に考察した。安全保障の概念を軍事 。

国防に限定せず、環境や人権との関連から包括的に捉え、経済社会活動の多層性と越境性

を解明し、北東アジアの多様な社会的リスクに的確に対応しうる市民社会の構築に向けて

フェア・ガバナンスのありようを論考した。

研究成果の概要 (英文):This research has enhanced the understanding on theoretical
frameworks of social justice and demonstrated the usefulness of multifaceted analysis
on social risks and the benefits of interdisciplinary approaches in analysing peace and

sustainable development in Northeast Asia. Northeast Asia refers to the region including

」apan, South Korea, North Korea, China, Mongolia, and Far Eastern Russia, In this research

much attention is paid to environmental and human rights issues and this research has
delivered a comprehensive interpretations on the concept of security in broader meaning

than in conventional meaning of military and defense security and connected it with the

regional circunstances.  By exploring the complexity and transnational features of
socioeconomic activities of peoples in this region, alternatives and opportunities have

been pointed out for building civil societies that would be able to properly cope with

a variety of social risks,

交付決定額

(金額単位 :円 )

直接経費 間接経費 合  計
2007年 度 3,500,000 1,050,000 4,550,000

2008年 度 2,600,000 780,000 3,380,000

2009年 度 2,800,000 840,000 3,640,000

年度

年度

総  計 8,900,000 2,670,000 11,570,000

研究分野 :複合新領域

科研費の分科・細 目 :地域研究
キーワー ド :社会的公正、北東アジア、ガバナンス、リスク社会

ぁ簿裂
合
嵩慧許のリスク・レジーム1轡磐ぢ記

)響
鎖 ЪiS嬬聖2総



年、研究代表者 MERⅥO Mika)の研究成
果を主な出発点としている。「リスク・レジー
ムJ研究プロジェク トでは、欧米のリスク社
会論についての批判的検討をもとに、不安定
性、不確実性、境界の喪失を指すリスク・レ

ジームの視座から、北東アジア地域 (北東ア
ジアとは、日本、韓国、北朝鮮、中国、モ
ンゴルおよび極束アジアからなる地域を指
す)の市民社会でのリスク認知・理解の程度
に顕著なばらつきを生じさせる政治。経済社
会・文化の多層な構造的要因の解明に取り組
んだ。「リスク・レジーム」研究は、北東アジ
アの平和と安定および持続的発展がアジア
のみならず世界の国際政治。経済に多大な影
響を及ぼすにもかかわらず、この地域では市
民社会のリスクについての社会認識や政策・

制度対応に大きな相違があることを明らか

にした①

(2)本研究は、上述の「リスク・レジーム」プ
ロジェクトをさらに深化・展開させ、リスク

社会の生成との関連で北東アジアでの社会
的公正の定着に対する阻害要因 (社会的不公
正あるいは社会的排除の問題群)と これらの
相互作用の分析に焦,点を絞つている。北東ア
ジア地域の経済 ,社会発展および政治文化の

多様性を精査しつつ、国際関係、経済、社会、
文化の構造的・制度的な特徴を把握し、同地

域における社会的公正の意義とその実現の

原動力としてのフェア・ガバナンスの選択肢
を探求するために、本研究を開始した。

2.研究の目的
(1)本研究は、学際的なアプローチから社会
的公正に関する理論研究を深め、北束アジ
アの持続的発展にとつての社会的公正の意
義を考察し、社会的公正を推進するための
フェア・ガバナンスの課題 と可能性を考察
することを目的とする。

(2)ガバナンスは、グローバル化が進展する

現代世界において市民社会 と国家・行政府
の関係の再構築の可能性を論考する上で核
心となる概念である。本研究では、経済社
会の多層性と越境的な変容の相互作用に注
目し、国際社会全体にとっても不安定要因
になりがちな北東アジアの多様な社会的リ
スクを制御 しつつ、自由市場経済とも可能
な限 り調和的でありうる社会的公正のため
のフェア・ガバナンスの選択肢を論考する。

3.研究の方法
(1)本研究は社会科学を中心として国際関係
論、国際政治学、乗境 。公共政策学、福祉社
会学、経済社会学、文化人類学を専門とする
研究者たちの協同による学際的なプロジェ

クトである。主要概念である社会的公正とガ

バナンスについて、研究者各自の専門領域の

メリットと限界についての方法学的な知見

を共有するように努めた。

(2)リ スク研究での研究成果を本研究に建設

的に反映させるために、「安全保障」概念に
ついて、伝統的な国際政治学のように軍

事 。国防に限定するのではなく、むしろ、

環境 。人権 。社会開発の諸側面から包括的

に検討した。

(3)社会的公正についての理論研究として
文献研究を行い、また、社会的公正の阻害

要因の分析のために北束アジア地域での国

家間関係、環境、人権 (暴力や虐待問題を

含む )、 健康 リスク、移民といつた具体的な

課題について研究者たちがそれぞれ事例研

究 (フ ィール ド調査を含む)に取 り組み、
研究結果を論文や研究発表としてまとめた。

4.研究成果
(1)社会的公正のためのガバナンスは、政治経

済での意思決定や合意形成の透明度、市民参

画と市民社会の成熟度と密接に関連 してい

る。本研究の到達点の一つは、意思決定、政

策形成および政策評価における民意の位置

付けが、民主主義の形骸化の予防と克服の可

能性に大きく影響するという′点である。

(2)一般に欧米の政治・社会科学の理論研究で

は、自由市場。資本主義、民主主義、国家行

政は、社会的公正の確保と推進にとつて望ま

しいガバナンスと市民の福利にとつて最善
の手段 '基盤とされてきた。しかし、日本を

含め北東アジアではこの見解は共有されて
いない。本研究を通じて、北東アジアを一つ

の社会空間としてとらえ、欧米モデルのリス

ク社会論の限界を試すことで、市民社会の成

熟の道筋の複雑さが確認された。
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